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安全のために
この製品を設置、使用される前に必ずお読みください。

　お使いになる方や周囲の方々への危害、財産への損害を防ぐため、下記の内容を守ってこの製品を安全にお使いく
ださい。本書はいつでもご覧になれる場所に保存してください。

本書で使用する記号について

本書をすべて読むこと
この製品を設置、使用する前に必ず本書をす
べてよく読み、本書の内容にしたがってくだ
さい。

必ず実行

電源コードは仕様に適合した電源に接続する
こと
適合しない電源に接続すると、本体の故障、
火災や感電の原因になる場合があります。

必ず実行

確実に接地すること ( アース )
感電を防止するため、確実にアースに接続
してください。必ず実行

水分をかけたり湿気にさらさないこと
この製品の上に花瓶や飲み物など、液体が
入ったものを置かないでください。この製品
を直接水がかかる場所、または湿度の高い場
所に置かないでください。感電や火災、故障
の原因になります。

禁止

電源コードや接続ケーブルは安全に配置する
こと
ケーブルをストーブの近くなど高温になる場
所に設置しないでください。また踏んだり物
に挟んだり、無理な配線を行うと、ケーブル
が損傷して火災の原因になる場合がありま
す。また足など体の一部を引っかけるような
場所に配置しないでください。負傷の原因に
なる場合があります。

必ず実行

本体を落下しないこと
本体の故障はもちろん、周囲の方が負傷する
原因になります。禁止

電源コードを濡れた手でさわらないこと
感電の原因になります。

禁止

大音量で使用しないこと
この製品をアンプやスピーカーなど他の機器
と組み合わせて、大音量を再生しないでくだ
さい。一時的または恒常的な難聴や、スピー
カーなど接続している機器が故障する原因に
なる場合があります。

禁止

移動するときはケーブルをすべて抜くこと
電源コードや接続ケーブルを接続したまま本
体を移動しないでください。ケーブルを傷め
たり、周囲の方が転倒する原因になります。

必ず実行

電源コードや電源プラグに異常がある場合は
使用を中止し、修理を依頼すること
電源コードやプラグの摩耗、接触不良等の場
合は本体を使用せず、修理をご依頼ください。

異臭や異常を感じたらただちに電源コードを
抜き、修理を依頼すること
正常に機能しない、異臭や異音がするなどの
場合は、修理をご依頼ください。

必ず実行

必ず実行

長時間使用しないときや落雷の危険があると
きは電源コードを抜くこと
火災や感電、故障の原因になる場合がありま
す。

必ず実行

長時間にわたってヘッドフォンで大きな音量
を聴かないこと
一時的または恒常的な難聴になる場合があり
ます。

禁止

 
「必ず守ってください」という強制を

表しています。

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

 
「絶対にしないでください」という禁

止を表しています。



本体内部に液体や物を入れないこと
火災や本体故障の原因になる場合がありま
す。この場合は修理をご依頼ください。禁止

 警告　この記号は取扱を誤ると死亡や重傷、火災の
原因になる可能性がある内容に付いています。

本体の内部や周囲で可燃性ガスのスプレーを
使用しないこと
ガスが滞留して引火による火災などの原因に
なります。

禁止

本体の換気用開口部をふさがないこと
本体内部の温度上昇を防ぐため、この製品の
表面には換気用開口部があります。この開口
部をふさぐと適切に換気ができず、内部の温
度が上昇して故障や火災、誤作動の原因にな
る場合があります。

禁止

製品を分解したり改造しないこと
火災や感電、けが、故障の原因になります。
本体の内部にはお客様が操作する部分はあり
ません。

禁止

電源コードは必ずこの製品に付属のものを使
うこと
適合しないものを使用すると通電中に電源
コードが加熱し、火災の原因になる場合があ
ります。

必ず実行

高温になる場所に設置しないこと
直射日光が当たる場所、熱を発するものの近
くに置かないでください。製品の上にろうそ
くなど裸火を置かないでください。

禁止

本体の上に乗ったり重い物を載せないこと
製品の故障の原因になります。

禁止

ボタンやスイッチ、入出力端子に無理な力を
加えないこと
本体の故障やお使いになる方がけがをする原
因になる場合があります。

禁止

 注意　この記号は取扱を誤ると負傷、機器の損傷や物的損
害の原因になる可能性がある内容に付いています。



修理

　日本仕様の Mackie 製品の修理は、音響特機株式会社ま
たは提携サービスセンターで行っています。Mackie 製品の
修理やメンテナンスが必要な場合は、次の手順に従ってくだ
さい。

1.	 本書でご紹介しているトラブルシューティングの内容
をチェックして下さい。

2. 	 テクニカルサポートに電話でまたは、support_
mackie@otk.co.jp にメールで「メンテナンス申込書」
を請求してください。「メンテナンス申込書」に必要
事項をご記入の上、04-2944-3812 へ FAX してくだ
さい。折り返し RA 番号と送付先のサービスセンター
が記載された修理受付票を FAX で返送いたします。
RA 番号はサービスセンターへ送付される前に必ず取
得してください。

3. 	 オーナーズマニュアルと電源コードは同梱しないでく
ださい。修理には必要がありません。

4. 	 本体を梱包材とともに製品パッケージに入れて、サー
ビスセンターへ送付してください。当社では輸送上の
ダメージを保証することができません。

5. 	 必ず、RA 番号が記載された修理受付票のコピーを同
梱してください。また送り状の通信欄にも、RA 番号
と商品名、製造番号を記載してください。RA 番号の
ない修理品は受付することができません。

6. 	 保証内修理を行う場合には、販売店印とご購入日が
明記された保証書が必要です。くわしくは、次項の
保証規定をご参照ください。 

保証

　本機の保証はご購入後 1 年間となっております。
　正常な使用状態で本体に不具合が生じた場合、正規のサー
ビス担当者が無償で修理を行います。ただし、下記の場合
は保証規定から除外されておりますので、あらかじめご了承
ください。

●	 お客様による輸送、移動中の落下、衝撃など、お客
様のお取り扱いが適正ではなかったために故障が生
じた場合

●	 お客様のご使用上の誤り、不適正な改造、弊社の認
可のない改造及び修理が行われている場合

●	 火災、煙害、ガス害、地震、落雷、風水害などの天
変地異、あるいは異常電圧などの外部要因によって
故障が生じた場合

●	 本機に接続している機器及び消耗品に起因する故
障、損傷

●正常な状態でのご使用中でも、自然消耗、摩耗、劣
化によって故障あるいは損傷が生じた場合

●日本国外でご使用中の故障、損傷

技術的なご質問・修理窓口

サポートセンター
		  〒 359-0023 埼玉県所沢市東所沢 2-37-1 
		  ㈱サヤマトラフィック 敷地内
		   04-2944-3811
		   04-2944-3812
		   support_mackie@otk.co.jp

営業時間	 月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:30
休業日		  土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

営業窓口
東京		  東京都中央区日本橋小伝馬町 10-1
		   03-3639-7800 ( 代表 )
		   03-3639-7801

大阪		  大阪府大阪市淀川区宮原 2-14-4 
		   06-6152-7751
		   06-6152-7752

名古屋		  名古屋市東区泉 1-23-30
		   052-950-3324
		   052-950-3325

福岡		  福岡市南区大橋 4-16-18-201
		   092-554-6066
		   092-554-6064

営業時間	 月曜日～金曜日　9:00 ～ 17:30
休業日		  土曜日・日曜日・祝日・年末年始・夏期

ご質問は電子メールでも承ります。
		   sales_mackie@otk.co.jp
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　DAWベースのスタジオのシグナルルーティングやモニタリン

グソリューションとして Mackie Big Knob をお選びいただき、

ありがとうございます。Big Knob はコントロールルームのマト

リクスと、高価なミキサーの基本機能を提供しながら、一方

で DAW ( デジタル・オーディオ・ワークステーション ) 環境

の必要条件を満たすよう作られています。4つまでの独立した

ステレオ入力ソース選択、3 種類のスピーカーを比較試聴する

ためのモニタリングといった機能を持ち、別に演奏者用のヘッ

ドフォンミックスやスタジオ出力を提供し、録音用やヘッドフォ

ンキューに使えるトークバックを内蔵しています。言い替えれ

ば、この製品にはミキサーに必要なすべてのものがあり、不

要なものはありません。

　もう一つ、Mackie に期待される重要な機能は純粋な音質

ですが、Big Knobも例外ではありません。スタジオクオリティ

のギアで、Big Knob を通過することで音声信号が劣化するこ

とのないように作られているのです。お手元の高価な DAWと

「本当に」高価なスタジオモニターの間に、こいつを無条件

に接続してやってください。Big Knob はテストに合格するで

しょう！

　Big Knob は拡張を続けるMackie のコンピューターレコー

ディング製品ファミリーの一つです。Mackie のウェブサイト 
(www.mackie.com) でオーディオやレコーディングのソリュー

ションになるべく提供している製品をごらんください。または

お近くの Mackie 販売店でカタログをごらんください。
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はじめてみよう

　Big Knobをセットアップしてレベルを正しく調整するために

下記の手順がお役に立つでしょう。接続して調整したら「機能」

セクションで入力、出力、スイッチ、コントロールノブそれぞ

れのくわしい情報を参照してください。

　Big Knob の入力と出力のほとんどには、トリム

や -10dBと+4dBという表示のあるスイッチが付い

ています。現実にはオーディオ業界にある 2 つの

標準的な動作レベル、民生機の -10dBvと業務機の +4dBu
から来ているものです。RCAコネクターが付いた民生機の多

くは -10dBVで、1/4インチフォーンジャックやXLRコネクター

が付いた業務機の多くは +4dBuレベルで動作します。ご想

像の通り+4dBu は -10dBVより高い ( 音が大きい ) ので、Big 
Knob の入力と出力のレベルを接続した機器に合わせることが

重要です。Big Knob の入力を -10dB に設定するとよりレベル

の小さい信号を受けることができ、+4dB の場合よりゲインを

提供します。Big Knob の出力を -10dB に設定すると、+4dB
の場合より低いレベルの信号を送り出します。

初期設定

1　リアパネルの POWER スイッチ [55] を入れます。

2　フロントパネルの大きな VOLUME ノブ [6] とすべてのレ

ベルコントロールを下げます ( 反時計回りに回し切ります )。

3　( フロントパネルとリアパネルの ) スイッチをすべて突き出

した状態にします。

4　リアパネルのトリムノブをすべて下げてください ( 反時計

回りに回し切ります )。

接続

1　本体に付属の着脱式電源コードを、Big Knobリアパネル

の AC 電源インレット [54] に差し込みます。この製品は

100VAC 専用です。適合しない電圧の電源に接続しないで

ください。

モニターするには

2　DAW オーディオインターフェースの音声出力 (ステレオ

ミックス ) を、Big Knobリアパネルにある 2 つの DAW 
MIX 入力ジャック [29] に接続します。



3Owner’s Manual

O
w

ner’s M
anual

3　アクティブスタジオモニター ( またはパッシブのスタジ

オモニターを駆動するアンプの入力 ) を、リアパネルの

MONITOR A 出力ジャック [38] に接続してください。モ

ニタースピーカーはミキシングポジションに置くことになる

でしょう。アクティブモニター ( またはアンプ ) の入力レ

ベルが -10dBと+4dBどちらであるかわかっている場合

は、MONITOR A 出力ジャックの上にあるトリムノブ [39] 
を適切な位置に設定します。わからない場合はとりあえ

ず -10dB にします。MONITOR B 出力ジャック [40] や
MONITOR C出力ジャック [42] に他のスピーカーを接続で

きるので、ミックスを異なる種類のスピーカーで聴くことが

できます。

4　レコーディング用に別のスタジオがある場合、STUDIO 出

力ジャック [52] にアクティブスタジオモニター ( またはパッ

シブのスタジオモニターを駆動するアンプの入力 ) を接続

してください。このスピーカーは演奏者のためにスタジオに

置くことになるでしょう。STUDIO 出力ジャックの上にある

トリムノブ [53] を適切な位置にします。わからない場合は

-10dB にします。

5　レコーディング中に使うヘッドフォン分配アンプがある場

合は、ヘッドフォンアンプの入力に PHONES AMP 出力

ジャック [50] を接続してください。PHONES AMP 出力

ジャックの上にあるスイッチ [51] を適切な位置にしますが、

わからない場合は -10dB ( 押し込んだ状態 ) にします。

レコーディングするには

6　2-TRACK A 出力ジャック [44] をレコーダーのラインレベ

ル入力に接続します。これで DAW からそのレコーダーに

録音できるようになります。2-TRACK A 出力ジャックの上

にあるレベルスイッチ [45] を適切な位置にしますが、わか

らない場合は -10dB ( 押し込んだ状態 ) にします。

7　レコーダーのラインレベル出力を 2-TRACK A 入力ジャッ

ク [23] に接続してください。

8　Big Knobリアパネルの DAW OUTPUTジャック [48] を、

DAWオーディオインターフェースのステレオ入力に接続して

ください。これで 2トラックレコーダーからの戻りを DAW
に録音することができます。DAW OUTPUTジャックの上

にあるスイッチ [49] を適切な位置にしますが、わからない

場合は -10dB ( 押し込んだ状態 ) にします。

レベルの設定

1　すべてをOFFにして、最初にBig KnobのPOWERスイッ

チ [55] を入れます。

2　他のパワーアンプ、アクティブスピーカー、ヘッドフォンア

ンプの電源を入れます。

3　DAW の再生を開始し、録音済みトラック ( あるいはデモ

トラック ) を再生します。その音声を Big Knob に接続した

モニタースピーカーで聴いてみましょう。

4　フロントパネルの INPUT SOURCE SELECT セクション

にあるDAW MIX スイッチ [1] を押してください。そのボタ

ンの上にある LED が点灯します。

5　フロントパネルの MONITOR SELECT セクションにある

MONITOR SELECT A スイッチ [11] を押してください。そ

のボタンの上にある LED が点灯します。

6　DAW オーディインターフェース出力が -10dB ( 民生機レ

ベル ) と+4dB ( 業務機レベル ) のどちらかわかっている

場合、DAW MIX 入力ジャック用の DAW MIXレベルスイッ

チ [30] を正しい位置にしてください。わからない場合は突

き出した状態 (+4dB の位置 ) にします。必要であれば後で

変更することができます。

7　DAW MIXトリムノブ [31] を、フロントパネルの INPUT
メーター [5] が点灯して機嫌良く飛び跳ねるまで少しずつ上

げてください。メーターの「0」 LED がいつも点灯するよう

にします。「+8」LED が時折点滅する程度、「OL」LED はまっ

たく点滅しないように調整してください。

8　メーターの「0」と「+5」LED が点灯するほど信号レベ

ルを上げられないときは、トリムノブを完全に下げてから

DAW MIXレベルスイッチ [30] を押し込み、それからゆっ

くりトリムノブを上げてください。これで信号は「0」と「+5」
を点灯させるのに十分な強度を持っているはずです。

9　VOLUME ノブ [6] をゆっくり上げます。DAW が再生

している音声がスタジオモニターから聞こえ始めるはず

です。VOLUME ノブで心地よいレベルに調整してくださ

い。VOLUME ノブをいっぱいまで上げなければモニター

の音声が聞こえない場合は、VOLUME ノブを完全に下げ、

MONITOR A 出力ジャックの上にあるトリムノブ [39] の位

置を調べてください。反時計回りになっている場合は、ノ

ブを +4dB の位置にして再び VOLUME ノブを上げてくだ

さい。今度はより早く音量が上がるはずです。

10　 モニターを STUDIO 出力ジャック [52] に接続している
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スイッチ [16] が突き出した状態、さらに STUDIO OUT 
ON/OFFスイッチ [17] が ON になっている ( 上の LED が

点灯します ) ことを確認してください。

11　フロントパネルの STUDIO OUT LEVEL ノブ [18] を
ゆっくり上げてください。DAW が再生している音声が、ス

タジオモニターから聞こえ始めるはずです。STUDIO OUT 
LEVEL ノブ [18] で心地よいレベルに調整してください。

STUDIO OUT LEVEL ノブをいっぱいまで上げなければ

モニターの音声が聞こえない場合は、ノブを完全に下げて

STUDIO 出力ジャック [52] の上にあるトリムノブ [53] の位

置を調べてください。反時計回りになっている場合は、ノ

ブを +4dB の位置にして再び STUDIO OUT LEVEL ノブ

を上げてください。今度はより早く音量が上がるはずです。

12　PHONES AMP 出力ジャック [50] にヘッドフォン分配ア

ンプを接続している場合は、そこで各ヘッドフォン用の音

量を上げるとDAW が再生している音声が聞こえるはずで

す。十分な音量が出ない場合は、ヘッドフォンアンプのボ

リュームを完全に下げ、PHONES AMP 出力ジャックの上

にあるレベルスイッチ [51] が -10dB の位置 ( 押し込んだ

状態 ) になっていないか調べてください。-10dB の場合は

+4dB にしてヘッドフォンアンプのボリュームを上げます。今

度はより早く音量が大きくなるはずです。

13　Big Knob のフロントパネルにあるPHONES ジャック 

[14] にヘッドフォンを接続することができます。PHONES
レベルノブ [15] をゆっくり上げて心地よいリスニングレベル

にしてください。

14　2トラックプレイヤーからの信号を DAW に録音するとき

は、Big Knob に接続したプレイヤーを再生してください。

注意　2トラックの入力と出力がフィードバックループにな

らないよう、次ページの注意事項を読んでください。

15　フロントパネルの INPUT SOURCE SELECT セクショ

ンにある2-TRACK Aスイッチ [2] を押し、DAW MIXスイッ

チ [1] を OFF にします。INPUTメーター [5] が点灯し始め

るまで 2-TRACK Aトリムノブ [25] をゆっくり上げてくださ

い。メーターの「0」LED がいつも点灯するように調整します。

「+8」LED が時折点滅する程度、「OL」LED はまったく点

滅しないように調整してください。

16　録音のために DAW への入力を選んだことを確認します。

録音を開始して 2-TRACK A 入力から Big Knob への信号

を再生すると、DAW アプリケーションで録音されているは

ずです。2トラックからの再生が十分な音量にならないとき

は、DAW OUTPUTジャックの上にあるレベルスイッチ [49] 
が -10dB の位置 ( 押し込んだ状態 ) になっていないか調べ

てください。-10dB になっているときは +4dB にしてくださ

い。これで DAW への信号が十分な強度になるでしょう。

POWER
ON
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フロントパネルの機能

INPUT SOURCE SELECT セクション

　ここにあるボタンは Big Knob に接続された 4 つの入力信

号を ON または OFF にするものです。4 つを任意の組み合

わせで同時に ON にすることができ、スイッチの上にある赤

い LED が状態を表示します。

　選択した入力ソースは MONITOR A/B/C ステレオ出力、

2-TRACK A/B ステレオ出力、DAWステレオ出力にルーティ

ングされます。そして PHONES/STUDIO SOURCE スイッ

チが突き出した状態 (INPUT SOURCE) のときは PHONES 
AMPとSTUDIO OUTのステレオ出力、さらにフロントパネ

ルの PHONES 1と 2 のジャックにルーティングされます。

注意！　2トラックレコーダーを Big Knob の入力

と出力の両方に接続しているとき、フィードバック

ループが生成される危険性があります。レコーダー

が録音状態、録音スタンバイ、入力モニターなどの状態になっ

ているとき、2-TRACK 出力からの信号がこのレコーダーに入

り、2-TRACK 入力から戻されることで循環するループができ、

かなり高いレベルのハウリングが発生します。2トラックレコー

ダーに録音するときは2-TRACK INPUT SOURCE SELECT
スイッチを押さないでください。

DAW MIX スイッチ

　DAW MIX 入力ジャック [29] に接続した信号を ON にしま

す。

2-TRACK A スイッチ

　2-TRACK A 入力ジャック [23] に接続した信号を ON にし

ます。

2-TRACK B スイッチ

　2-TRACK B入力ジャック [26] に接続した信号を ON にし

ます。

PHONOスイッチ

　PHONO入力ジャック [32] に接続した信号をONにします。

INPUTメーター

　6 セグメントのメーターで、選択したステレオソースの信号

レベルを表示します。メーターの 6 セグメントのスケールは、

-24、-8、-4、0、+8、OL (Overload; 過負荷 ) で、「0」は

+4dBu を表します。

VOLUME ノブ

　この「ビッグノブ」は、スピーカー出力 (MONITOR A/B/
C) に向かう選択した入力ソースの音量を調整するものです。

VOLUME ノブはモニター出力 (A、B、C) にだけ作用します。

ヘッドフォン出力、2トラック出力、DAW 出力など、他の出

力に向かう信号には影響しません。

　VOLUME ノブの調整範囲は OFF から +10dB ゲイン ( 最
大 ) までです。

MONOスイッチ

　このスイッチを押すとMONITOR A/B/C 出力でのステレオ

信号がモノラルになります。LとRの入力信号がサミングされ、

LとR 両方の出力にモノラル信号が出てきます。これでステレ

オ信号をモノラルシステムで再生したときの位相に関する問題

を確認することができます。

MUTE スイッチ

　このスイッチを押すとMONITOR A/B/C 出力に向かう信号

がミュートされます。

DIM スイッチ

　このボタンを押すと、MONITOR A/B/C に向かう信号が

20dB 低くなります。これで設定したスピーカーレベルに影響

を与えることなく、音量を下げて会話することができます。

INPUT SOURCE(S)
PHONES MIX INPUT

OFF
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POWERPOWER
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DIMMONO

TO
PHONES/
STUDIO
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2
OO MAX OO MAX

TALKBACKSTUDIO OUTS
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A
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のように MONITOR A/B/C 出力にだけ作用します。これらの

スイッチは他のさまざまな出力に向かうソースには影響しませ

ん。

POWER LED

　この LED は Big Knob が電源を受けていて POWER ス

イッチが押されているとき点灯します。この LED は、どのス

イッチも押されていないために各機能のLEDが消えていても、

Big Knob に電源が入っていることをお知らせします。

MONITOR SELECT セクション

MONITOR SELECT A スイッチ

　このボタンを押すと選択した入力ソースが MONITOR A 出

力ジャック [38] にルーティングされます。

MONITOR SELECT B スイッチ

　このボタンを押すと選択した入力ソースが MONITOR B 出

力ジャック [40] にルーティングされます。

MONITOR SELECT C スイッチ

　このボタンを押すと選択した入力ソースが MONITOR C 出

力ジャック [42] にルーティングされます。

Application Note: 同時にモニター出力を 1つ、2
つ、または3つすべてをONにすることができます。

MONITOR B にフルレンジ、MONITOR C にサブ

ウーファーを接続することもできます。MONITOR C スイッチ

を「サブウーファー ON/OFF」スイッチとして使い、サブウー

ファーの有無によるサウンドのちがいを比較することもできま

す。

PHONES 1、2 ジャック

　1/4 インチ TRS コネクターで、PHONES/STUDIO 
SOURCE スイッチ [16] の位置によってDAW PHONES MIX 

INPUTジャック [35] または入力ソース [23, 26, 29, 32] いず

れかの増幅されたステレオ信号が出力されます。

PHONES 1、2レベルノブ

　PHONES 1、2 ジャックでのステレオ信号の音量を制御す

るロータリーノブです。両方のヘッドフォン出力に同じ信号を

送っていても、レベルはこのノブで個別に調整することがで

きます。

NOTE　ヘッドフォンを接続する前に、必ず

PHONESレベルノブを完全に下げてください。こ

の出力はかなり高いレベルでヘッドフォンをドライ

ブするよう設計されているので、最初はレベルノブを完全に下

げておき、次に快適なリスニングレベルまで「ゆっくり」レベ

ルを上げてください。これからは必ず「ヘッドフォンを使い終

わったら PHONESレベルノブを完全に下げる」習慣をつけ

ましょう。こうすれば後でヘッドフォンを接続したとき、不注

意で耳を飛ばすことはなくなるでしょう。

警告　長時間にわたって大音量でヘッドフォンを

使用しないでください。難聴など聴覚に異常を来

す原因になります。

PHONES/STUDIO OUT SOURCE スイッチ

　このスイッチは下記のステレオ信号に作用します。

• フロントパネルにある両方のヘッドフォン出力 
(PHONES 1、2 ジャック [14])

• リアパネルの PHONES AMP 出力ジャック [50]

• リアパネルの STUDIO 出力ジャック [52]

　INPUT SOURCE を選択している (このスイッチが突き

出した状態の ) とき、上記の出力へは INPUT SOURCE 
SELECT セクションのボタンで選んだ信号が送られます。

MONITOR A/B/C 出力に向かう信号と同じです。この状態で

は、レコーディングエンジニアと演奏者は ( モニター出力とス

タジオ / ヘッドフォン出力の信号が同じなので ) 同じミックス

を聴くことができます。

　このボタンを押し込んだとき (PHONES MIX INPUT)、
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POWERPOWER
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STUDIO 出力とPHONES ジャックにはリアパネルの DAW 
PHONES MIX INPUTジャック [35] からの信号が送られま

す。この位置では、レコーディングエンジニアは DAW (DAW 
MIX 入力ジャック [29]) から来る「リアルな」ミックスを聴い

ていますが、演奏者は DAW (DAW PHONES MIX INPUT
ジャック ) から来る別の、特別なミックスを聴くことができま

す。

　多くの DAW アプリケーションは、対応する I/O ハードウェ

アを通して少なくとも 4 つの出力を提供します。2 つの出力

はメインミックスで、Big Knob の DAW MIX 入力ジャックに

接続し、DAW MIX スイッチ [1] で選択します。DAW アプ

リケーションでは、もう1 組の出力にルーティングされるス

テレオ AUX センドで演奏者向けのヘッドフォンミックスを作

ることもできますが、こちらは Big Knob の DAW PHONES 
MIX INPUTジャック [35] に接続し、PHONES/STUDIO 
SOURCE スイッチ [16] でスタジオ出力やヘッドフォン出力

にルーティングします。

STUDIO OUT ON/OFFスイッチ

　このスイッチはリアパネルの STUDIO 出力ジャック [52] へ
のシグナルパスを ON/OFF するものです。このスイッチを押

し込むと (ON) スイッチの上の赤い LED が点灯して、信号が

STUDIO 出力ジャックに向かっていることを表示します。

STUDIO OUT LEVEL ノブ

　リアパネルにある STUDIO 出力ジャック [52] のレベルを

調整するノブです。

TALKBACK LEVEL ノブ

　このノブは内蔵無指向性トークバックマイク用プリアンプの

レベルを調整するものです。この信号はDAW OUTPUTジャッ

ク [48]、2-TRACK A 出力ジャック [44] や 2-TRACK B 出力

ジャック [46] (TO 2-TRACKS スイッチ [21] が押されている

とき ) に、または PHONES/STUDIO バス (TO PHONES/
STUDIOスイッチ [22] が押されているとき ) に送られます。

このノブのゲイン調整範囲は OFF (∞ ) から +10dB です。

トークバックマイク

　無指向性のマイクで Big Knob のフロントパネル右側、

VOLUME ノブ [6] のすぐ左にあります。このマイクは 2 つの

トークバック・アサイン・スイッチ [21、22] の一方が押されて

いるとき動作します。

TO 2-TRACKS スイッチ

　このモメンタリースイッチを押すと上にある赤い LED が点

灯し、内蔵トークバックマイクが動作してその信号が下記の行

き先に送られます。

• 2-TRACK A 出力ジャック [44]

• 2-TRACK B 出力ジャック [46]

• DAW OUTPUTジャック [48]

TO PHONES/STUDIOスイッチ

　このモメンタリースイッチを押すと上にある赤い LED が点

灯し、内蔵トークバックマイクが動作してその信号が下記の行

き先に送られます。

• フロントパネルの PHONES 1、2 ジャック [14]

• リアパネルの PHONES AMP 出力ジャック [50]

• リアパネルの STUDIO 出力ジャック [52]

　このスイッチはトークバック信号を、PHONES/STUDIO 
OUT SOURCE スイッチ [16] の設定にかかわらず、上記す

べての出力に送ります。つまりヘッドフォン出力とスタジオ出

力はすべて、入力ソースまたは DAW PHONES MIX INPUT
ジャック [35] のどちらからプログラムを受けていても、トーク

バック信号を聴くことになります。

　他のボタンとは異なり、TO PHONES/STUDIOスイッチと

TO 2-TRACKSスイッチはモメンタリーです。つまりこのスイッ

チを押している間だけトークバックマイクが動作します。

NOTE　TO PHONES/STUDIOスイッチとTO 2-TRACKS
スイッチを同時に押すと、トークバックマイクは 2トラック出

力とヘッドフォン出力、スタジオ出力に送られます。

　リアパネルの TALKBACK FOOT SIWTCH ジャック [37] 
に外付けのフットスイッチを接続してアクティブにすると、両

方のスイッチを同時に押したときと同じ効果があります。

リアパネル：ソース

　以下のセクションでは Big Knob に送るさまざまなソースの

コネクターについて説明します。

2-TRACK A 入力ジャック

　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランス入力で、1台

目の外部 2トラックレコーダーの出力を接続します。モノラル



8 Big Knob

B
ig

 K
no

b 信号を接続するときは L (MONO) ジャックにだけ接続すれ

ば、LとR 両方の入力に自動的にルーティングされます。

2-TRACK Aレベルスイッチ

　この2ポジションスイッチは、2-TRACK A入力を+4dB (バ
ランス入力 ) または -10dB ( アンバランス入力 ) のどちらかに

設定するものです。+4dBは+4dBu規格で動作する業務機に、

-10dB は -10dBV 規格で動作する民生機に使います。

2-TRACK Aトリムノブ

　このノブは 2-TRACK A 入力ジャックに入ってくる信号の入

力感度を± 10dB ( センタークリックでユニティ ) で調整しま

す。このため入ってくるさまざまな、出力レベルコントロール

がない 2トラックソース同士を高精度でレベルマッチングする

ことができます。　

2-TRACK B入力ジャック

　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランス入力で、2 台

目の外部 2トラックレコーダーの出力を接続します。モノラル

信号を接続するときは L (MONO) ジャックにだけ接続すれ

ば、LとR 両方の入力に自動的にルーティングされます。

2-TRACK Bレベルスイッチ

　この 2ポジションスイッチは、2-TRACK B入力を+4dB (バ
ランス入力 ) または -10dB ( アンバランス入力 ) のどちらかに

設定するものです。+4dBは+4dBu規格で動作する業務機に、

-10dB は -10dBV 規格で動作する民生機に使います。

2-TRACK Bトリムノブ

　このノブは 2-TRACK B入力ジャックに入ってくる信号の入

力感度を± 10dB ( センタークリックでユニティ ) で調整しま

す。このため入ってくるさまざまな、出力レベルコントロール

がない 2トラックソース同士を高精度でレベルマッチングする

ことができます。　

DAW MIX 入力ジャック

　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランス入力で DAW
のマスターミックス出力、通常は DAW 出力 1-2 を接続すると

ころです。モノラル信号を接続するときは L (MONO) ジャッ

クにだけ接続すれば、LとR 両方の入力に自動的にルーティ

ングされます。

DAW MIXレベルスイッチ

　この 2 ポジションスイッチは、DAW MIX 入力を +4dB ( バ
ランス入力 ) または -10dB ( アンバランス入力 ) のどちらかに

設定するものです。+4dBは+4dBu規格で動作する業務機に、

-10dB は -10dBV 規格で動作する民生機に使います。

DAW MIXトリムノブ

　このノブは DAW MIX 入力ジャックに入ってくる信号の入力

感度を± 10dB ( センタークリックでユニティ ) で調整します。

このため他の 2トラックソースと、高精度のレベルマッチング

が可能です。　

PHONO入力ジャック

　ステレオ RCA のアンバランス入力で、ムービングマグネッ

ト (MM 式 ) カートリッジのターンテーブルを接続するもので

す。この入力には高精度の RIAA アンプが内蔵されていて、

PHONOレベル信号を適切なラインレベル信号にするために

必要なイコライゼーションとゲインを提供します。

　このためビニールレコードを再生して 2トラックレコーダー

にダビングしたり、DAW の入力に PHONO 信号を送って保

存したりCD に焼くことができます。

NOTE　この製品には RCAショートプラグが 2 つ付いていま

す。PHONO入力を使わないときは、このプラグを差し込ん

でください。これで入力がターミネートされ、誤って PHONO
スイッチ [4] を押したときにノイズフロアを下げることができ

ます。

PHONOトリムノブ

　このトリムは入ってくるPHONO 信号の入力感度を± 10dB
で調整するものです。このため PHONO入力に入ってくるレ

ベルを高い精度で微調整することができるので、他の 2トラッ

クとの間で信号レベルをマッチングすることができます。

　製品によって-10dBまたは+4dBの可能性があるテープデッ

キやサウンドカードなどとは異なり、フォノグラフは常に民生

信号レベルなので、PHONO入力には +4/-10レベルスイッチ

はありません。

GROUND ラグ (GND)

　小さなグラウンドラグで、接続したターンテーブルのアース

線を接続するものです。これで PHONOソースの音声信号で

グラウンドループやハムを防ぐことができます。
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DAW PHONES MIX INPUTジャック

　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランス入力で、カス

タムのヘッドフォンミックスとして DAW から 2 つめのステレ

オミックスを接続することができます。

　たとえば DAW の 1-2 出力から Big Knob の DAW MIX 入

力ジャック [29] にメインミックスを送り、DAW の 3-4 出力

からこのジャックにヘッドフォン用カスタムミックスを送ること

ができます。この状態で PHONES/STUDIO OUT SOURCE
スイッチ [16] を使えば、ヘッドフォン [14, 50] とスタジオ出

力 [52] に送るミックスを選択することができます。

DAW PHONES MIX INPUTレベルスイッチ

　この 2 ポジションスイッチで DAW PHONES MIX INPUT
ジャック [35] の入力レベルを、+4dB ( バランス入力 ) または

-10dB ( アンバランス入力 ) のどちらかに設定します。+4dBu
規格で動作する業務機またはサウンドカードの場合は +4dB
を、-10dBV 規格で動作する民生機やサウンドカードの場合

は -10dB を選択してください。

TALKBACK FOOT SWITCH ジャック

　1/4 インチ TS コネクターで、標準的なモメンタリーのフット

スイッチ (NO; 通常オープン ) またはモメンタリーのハンドス

イッチを接続します。これで離れた場所にいるプロデューサー

がトークバック回路を動作させ、レコーディングしている演奏

者と話をすることができます。

　外部スイッチを接続して「通常オープン」から「モメンタリー

クローズ」にすると、フロントパネルの TO 2-TRACKS スイッ

チ [21] とTO PHONES/STUDIOスイッチ [22] の両方がアク

ティブになり、対応する LED が点灯して、まるで両方のスイッ

チを押したかのようにトークバック回路が動作します。フット

スイッチ接続の配線図は「付録 B」を参照してください。

出力

　以下の出力は「コントロールルームバス」から送られます。

このバスは INPUT SOURCE SELECTスイッチで選択され

ている入力から、大きな VOLUME ノブ [6] を経由して送られ

るシグナルパスです。　　

MONITOR A 出力ジャック

　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランス出力で、1セッ

ト目の外部スピーカーに接続するものです。パワードスピー

カーまたはパッシブスピーカーを駆動するパワーアンプを接

続してください。

MONITOR A 出力トリムノブ

　このトリムノブは MONITOR A 出力信号の感度を調整する

ものです。+4dBu 規格で動作する業務機のバランス入力を

接続するときは +4dB、-10dBV 規格で動作する民生機のア

ンバランス入力を接続するときは -10dB を選択してください。

MONITOR A、B、C 各出力の間で正確にレベルを合わせる

必要がある場合は、このトリムはで +4dBと -10dB の間の位

置に設定して調整することができます。

MONITOR B 出力ジャック

　上記の MONITOR A パスと同様に動作します。

MONITOR B 出力トリムノブ

　上記の MONITOR A パスと同様に動作します。

MONITOR C 出力ジャック

　上記の MONITOR A パスと同様に動作します。

MONITOR C 出力トリムノブ

　上記の MONITOR A パスと同様に動作します。

NOTE　MONITOR A、B、C 全体のレベルは、フロントパ

ネルの VOLUME ノブ [6] で制御します。

2-TRACK A 出力ジャック

　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランス出力で、1台

目の外付け 2トラックレコーダーを接続します。DATレコー

ダー、カセットデッキ、オープンリールデッキなどを接続し

てください。この出力の信号は、フロントパネルの INPUT 
SOURCE SELECTスイッチで選択したものです。

2-TRACK A 出力レベルスイッチ

　この 2 ポジションスイッチは、2-TRACK A 出力のレベルを

+4dB ( 突き出した状態 ) または -10dB ( 押し込んだ状態 ) の
いずれかに設定するものです。+4dBu 規格で動作する業務

機のバランス入力を接続するときは +4dB、-10dBV 規格で動

作する民生機のアンバランス入力を接続するときは -10dB を

選択してください。

2-TRACK B 出力ジャック

　上記の 2-TRACK Aと同様に動作します。

2-TRACK B 出力レベルスイッチ

　上記の 2-TRACK Aと同様に動作します。

DAW OUTPUTジャック

　ステレオ 1/4 インチバランス / アンバランス出力で、DAW
オーディオインターフェースの入力ペアに接続します。

DAW OUTPUTレベルスイッチ

　2 ポジションのスイッチで、DAW 出力を +4dB ( 突き出し

た状態 ) または -10dB ( 押し込んだ状態 ) のいずれかに設定

するものです。+4dBu 規格で動作する業務機やサウンドカー

ドのバランス入力を接続するときは +4dB、-10dBV 規格で動

作する民生機やサウンドカードのアンバランス入力を接続する

ときは -10dB を選択してください。

　個別に -10dB または +4dBと同様、バランスまたはアンバ

ランスでの動作を選択できるので、お手持ちの録音機器で使

用可能な業務機または民生機の 2トラックレコーダーとDAW
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　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランスコネクターで、

スタジオの演奏スペースにあるアクティブモニター ( または

パッシブモニターを駆動するアンプ ) を接続します。これで

演奏者はヘッドフォンがなくてもプレイバックを聴くことがで

き、コントロールルームのエンジニアはトークバックシステム

で演奏者と会話をすることができます。この出力のレベルは、

フロントパネルの STUDIO OUT LEVEL ノブ [18] で調整し

てください。

STUDIO 出力トリムノブ

　このトリムノブは STUDIO 出力信号の感度を調整するもの

です。+4dBu 規格で動作する業務機のバランス入力を接続す

るときは +4dB、-10dBV 規格で動作する民生機のアンバラン

ス入力を接続するときは -10dB を選択してください。このトリ

ムは一般にどちらかの側に設定しておきますが、必要に応じ

て+4と -10 の間に設定することもできます。

AC 電源インレット

　付属の着脱式電源コードを接続してください。電源コード

が破損した、あるいは紛失した場合は、この製品をお求めの

販売代理店にご相談ください。

POWER スイッチ

　ロッカー式のスイッチで、Big Knob の電源を ON または

OFF にします。

サウンドカードを、どんな組み合わせでも接続することができ

ます。

NOTE　上記 3 つの出力 (2-TRACK A、
2-TRACK B、DAW) は、INPUT SOURCE 

SELECTスイッチで選択した信号を生成します。接続する 2
トラックレコーダーや DAW の入力には一般にそれぞれ連続

可変の入力レベルコントロールが付いているので、この出力

には (+4dB/-10dB スイッチの他に ) 連続可変のレベルコント

ロールはありません。

ヘッドフォンアンプとスタジオ出力

　ヘッドフォンアンプとスタジオ出力には、選択した INPUT 
SOURCE SELECTスイッチで送られる信号 (つまりエンジニ

アが聴いているミックスと同じもの )、または DAW PHONES 
MIX INPUTジャックに接続した信号 ( つまり演奏者向けのモ

ニター用別ミックス ) のどちらかを選ぶことができます。

　このためエンジニアがコントロールルームで自身のマスター

ミックスを聴いているとき、同時に演奏者がスタジオモニター

出力 (STUDIO 出力ジャック ) 同様、カスタマイズされたヘッ

ドフォンミックスをフロントパネルの PHONES 1、2 ジャッ

クやリアパネルの PHONES AMP 出力ジャックで聴くこと

ができます。(そのときのソースとヘッドフォンミックス入力 )
どちらのステレオ信号を選択するかは、フロントパネルの

PHONES/STUDIO OUT SOURCE スイッチ [16] で定義し

ます。

PHONES AMP 出力ジャック

　ステレオ 1/4 インチのバランス / アンバランスコネクターで、

外部のマルチヘッドフォンアンプに接続します。これで演奏

者用のヘッドフォンを複数接続することができます。この出力

のレベルは、フロントパネルの大きな VOLUME ノブ [6] や
PHONES 1、2レベルノブ [15] の影響を受けません。ヘッド

フォンアンプに個別に付いているボリュームコントロールをお

使いください。

PHONES AMP 出力レベルスイッチ

　この 2 ポジションのスイッチは、PHONES AMP 出力ジャッ

クを+4dB (突き出した状態 ) または -10dB (押し込んだ状態 ) 
のいずれかに設定するものです。+4dBu 規格で動作する業

務機のバランス入力を接続するときは +4dB、-10dBV 規格で

動作する民生機のアンバランス入力を接続するときは -10dB
を選択してください。　
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付録 A　サービスに関する情報

　保証についてはこのマニュアルの冒頭でご確認ください。

　お手元の Mackie 製品に問題があると思われるときは、下

記の「トラブルシューティング」のヒントにそって問題を確認

することです。Mackie のウェブサイトにあるサポートセクショ

ンでも、FAQ や文書、ユーザーフォーラムで有用な情報を紹

介しています。Mackie 製品を送り返すことなく問題の解答が

見つかるかもしれません。

電源が入らない

• Mackie お気に入りの質問。電源を接続してありますか。

• 電源コードが AC 電源ソケット [54] 、そして AC コンセン

トなどの電源にきちんと差し込まれていることを確認してく

ださい。

• 電源コンセントから電源が供給されていますか。（テスター

やランプで確認してください。）

• POWER スイッチ [55] は ON になっていますか。リアパネ

ルの POWER スイッチが ON ( 上 ) になっていることを確

認してください。

• フロントパネルの POWER LED [10] は点灯していますか。

点灯していない場合は、AC 電源が生きていることを確認

してください。点灯している場合は下記の「音が出ない」

を参照してください。

• 建物全体で電気が消えていませんか。その場合は電力会

社に連絡してください。

• 電源が正常でもPOWER LED が消えている場合は、サー

ビスが必要かもしれません。この製品の内部にはお客様が

調整される部分はありません。この製品をお求めの販売代

理店に修理をご依頼ください。

音が出ない

• フロントパネルの POWER LED [10] は点灯していますか。

消えている場合は前項の「電源が入らない」を参照してく

ださい。

• INPUT SOURCE SELECTスイッチを押しましたか。 
INPUT SOURCE SELECTスイッチの上にある LED が点

灯していることを確認してください。

• 信号ソースの音量は上がっていますか。選択した入力

ソースからの信号レベルが、Big Knobフロントパネルの

INPUTメーターで表示されるだけ十分に高いことを確認し

てください。

• 選択した入力のトリムノブとレベルスイッチが正しく設定さ

れていることを確認してください。

• ヘッドフォン出力 [14, 50] やスタジオ出力 [52] で音が出な

いときは、

★フロントパネルの PHONES/STUDIO OUT SOURCE
スイッチ [16] が突き出した (INPUT SOURCES を選

択した ) 状態になっていることを確認してください。

★ PHONES 1、2レベルノブ [15] または STUDIO OUT 
LEVEL ノブ [18] は上がっていますか。

★ STUDIO OUT ON/OFFスイッチ [17] が ON になっ

ていることを確認してください。

• モニター出力 [38, 40, 42] で音が出ないときは、

★正しい MONITOR SELECTスイッチが押されていて、

その出力に対応するトリムノブが正しく設定されている

ことを確認してください。

★モニター出力とアクティブスピーカーやアンプを接続し

ているケーブルが正常であること、アンプとスピーカー

が正常に機能していることを確認してください。

音が良くない

• 入力コネクターはジャックにきちんと接続されていますか。

• 音が大きくて歪んでいますか。選択した入力のトリムノブや

レベルスイッチが正しく設定されていることを確認してくだ

さい。できれば入力ソースの信号レベルを下げてください。

• 可能であれば、入力ソース機器にヘッドフォンを接続して

信号を聴いてください。そこで音が良くなければ Big Knob
は問題の原因ではありません。

• モニター出力のトリムノブが正しく設定されていて、接続し

ているアクティブスピーカーやアンプの入力が過負荷になっ

ていないことを確認してください。

ノイズ / ハム

• Big Knob の PHONO入力ジャック [32] にターンテーブ

ルを接続している場合、ターンテーブルのアース線が Big 
Knob の GROUND ラグ [34] に正しく接続されていること

を確認してください。

• ターンテーブルを PHONO入力ジャックに接続していない

場合、PHONOスイッチ [4] が押されていないか確認してく

ださい。また使用していない PHONO入力に RCAショー

トプラグが差し込んであることを確認してください。

• 入力ソースとBig Knob を接続する信号ケーブルを確認して

ください。ケーブルを 1 本ずつ外してみます。ノイズが止ま

れば、どの入力ソースが問題の原因なのかわかります。

• すべての音響機器を同じ AC 電源回路から取ると、コモン

グラウンドを共用するため、問題解決の役に立つことがあ

ります。

ご不明な点は ...
•	 www.mackie.com/jp 
 にアクセスしてサポートの項目をご覧ください。

•	 support_mackie@otk.co.jp 
 までメールをお寄せください。

•	 テクニカルサポートセンターにお電話ください。

 日本語04-2944-3811(月～金曜、9am ～ 6pm）

 英語1-800-898-3211（月～金曜、営業時間 PST）
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1/4 インチ TS フォーンプラグとジャック

　「TS」はチップ-スリーブの略で、モノラルの1/4 インチフォー

ンジャックとプラグに 2 つの接点があるものです。このコネク

ターはアンバランス信号に使います。

1/4 インチ TS アンバランスの配線

スリーブ= シールド

チップ= ホット (+)

RCA プラグとジャック

　RCA タイプのプラグ (PHONO プラグとしても知られていま

す ) とジャックはよくホームオーディオや映像機器に使われま

す。アンバランスで電気的には 1/4 インチ TSフォーンプラグ

と同等です。

RCA アンバランスの配線

スリーブ= シールド

チップ= ホット (+)

フットスイッチプラグとジャック

トークバック用フットスイッチジャックは 1/4 インチ TS プラ

グを受けます。チップとスリーブがショートするとトークバック

回路が動作します。これは TO 2-TRACKSとTO PHONES/
STUDIOスイッチを両方押した場合に相当します。

付録 B　接続

1/4 インチ TRS フォーンプラグとジャック

　「TRS」はチップ -リング -スリーブの略で、ステレオ 1/4 イ

ンチまたはバランスフォーンのジャックやプラグに 3 つの接

点があるものです。TRS ジャックとプラグはバランス信号や

ヘッドフォンに使われます。

バランスモノラルの場合

1/4 インチ TRS バランスモノラルの配線

スリーブ= シールド

チップ= ホット (+)
リング= コールド (-)

ステレオヘッドフォン

1/4 インチ TRS ステレオアンバランスの配線

スリーブ= シールド

チップ=L
リング=R

スリーブ

チップスリーブ

チップ

リング

リング

チップ

スリーブ
リング

スリーブ

チップスリーブ

チップ

リング

リング

チップ

スリーブ
リング

スリーブ

チップ

チップスリーブ

チップ

スリーブ

チップスリーブ

チップ

スリーブ

スリーブ

チップ

チップスリーブ

チップ

スリーブ

ハンドスイッチ
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付録 C　技術情報

仕様

周波数特性

ラインレベル入力および出力

 +0, -1dB  10Hz 〜 50kHz
 +0, -3dB  5Hz 〜 100kHz
RIAA イコライゼーション偏差 (PHONO入力 )
 ± 0.5dB  20Hz 〜 20kHz

歪率 (THD、IMD)
ラインレベル入力からラインレベル出力 (ユニティゲイン )
 0.015% 未満 20Hz 〜 20kHz @+4dBu
RIAA 入力、公称ゲイン

 0.015% 未満 20Hz 〜 20kHz @+4dBu

ノイズフロア

(20kHz バンドワイズ、+4dBレベル設定、150 Ωソース )
ユニティゲイン、DAW/2-TRACK A/2-TRACK B にアサイン

 最小 -86dBu ( 全出力 )
MONITOR A/MONITOR B/MONITOR C/STUDIO/DAW/2-
TRACK A/2-TRACK B 出力

 通常 -90dBu
PHONO入力 (公称 41.8dBゲイン @ 1kHz, 入力ショート時 )
 最大 -71dBu ( 全出力 )
入力ノイズ相当 (EIN)
 最大 0.89μV/-119dBu

ダイナミックレンジ

ライン入力 
 最小112dB
PHONO入力

 最小 93dB

CMRR
(20Hz 〜 20kHz @ +4dBレベル設定 )
 最小 34dB
 通常 40dB

クロストーク

隣接入力間

 90dB @ 1kHz
L→ R / R → L
 70dB @ 1kHz
ミュート / レベル OFF
 90dB @ 1kHz

トリムノブ調製範囲

入力トリムノブ ( センタークリック )
 ± 10dB
出力トリムノブ

 -14dB 〜 0dB
DIM スイッチ

 0dB / -20B

定格入力電圧

ライン入力 (+4dBレベル設定時 )
 +4dBu / +28dBu ( 公称 / 最大 )
ライン入力 (-10dBレベル設定時 )
 -10dBu (-12.21dBV) / +14dBu ( 公称 / 最大 )
RIAA 入力 (@1kHz, 公称ゲイン )
 5mV / 79mV ( 公称 / 最大 )

定格出力電圧

全ラインレベル出力 (+4dBレベル設定時 )
 +4dBu / +22dBu ( 公称 / 最大 )
全ラインレベル出力 (-10dBレベル設定時 )
 -10dBu (-12.21dBV) / +8dBu ( 公称 / 最大 )

最大電圧ゲイン

DAW、2-TRACK A、2-TRACK B入力→

MONITOR A、B、C 出力

 34dB
DAW、2-TRACK A、2-TRACK B、PHONES AMP 出力

 24dB
STUDIO 出力

 34dB
PHONES 1、2 出力

 34dB ( 出力負荷 100k Ω時 )
DAW PHONES MIX INPUT→

PHONES AMP 出力

 14dB
STUDIO 出力

 24dB
PHONES 1、2 出力

 24dB ( 出力負荷 100k Ω時 )
PHONO入力 @ 1kHz →

MONITOR A、B、C 出力

 67.8dB
DAW、2-TRACK A、2-TRACK B、PHONES AMP 出力

 57.8dB
STUDIO 出力

 67.8dB
PHONES 1、2 出力

 67.8dB ( 出力負荷 100k Ω時 )
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ライン入力

 24k Ωバランス

 12k Ωアンバランス

PHONO入力

 47k Ω || 220pF

出力インピーダンス

ライン出力

 300 Ωバランス

 150 Ωアンバランス

ヘッドフォン出力

 150 Ω

入力 VU メーター

6 セグメント (OL、+8dB、-4dB、-8dB、-24dB)

トークバックセクション

自動ゲイン調整 (AGC) 範囲

 ± 15dB
公称出力レベル

 +4dBu (+4dB 出力レベル設定 )
出力レベル範囲

 OFF 〜 +10dB
公称マイク入力感度

 80dBSPL

必要電源

日本向け仕様

 100VAC、50/60Hz
消費電力

 25W

寸法、重量

高さ 81mm (89mm/ノブ含む )
幅 343mm
奥行き 150mm
重量 1.6kg

　

LOUD Technologies Inc. は、新しく改良された材料や部品、

製造過程を取り入れることにより、常に製品をより良いものと

する努力を続けています。そのためこれらの仕様は予告なし

に変更されることがあります。

Mackie、ランニングマンのフィギュアは LOUD Technologies 
Inc. の商標です。記されたその他すべてのブランド名称は、

それぞれの権利保持者の商標または登録商標です。
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